
地域づくりにつながる

人材育成の方法
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１ はじめに

社会の急激な変化やライフスタイルの変化により、人

と人とのつながりや地域への帰属意識が弱まり、地域コ

ミュニティの衰退が顕著になってきている。

また、地域における課題は複雑で、従来のように行政

のみの対応では限界があり、住民の理解、協力、自主的

な参加が不可欠となっている。

社会教育としての「ひとづくり（＝人材育成）」を行

い、さらに「ひと」と「ひと」とをつなぐことで地域づ

くり活動を支援することが期待される。



２ 人材育成を必要とする背景①体験の場
地域づくりに関わる人材の不足地域づくりに関わる人材の不足社会参加の機会

地域住民
地域の状況

転出・転入が多い学校行事等の保護者の参加が少ない 高齢化・少子化子どもも多忙 若い人の参加少ない 地域行事の参加者減少 地域団体の弱体化地域団体が閉鎖的広報の不足 学校・団体間の連携不足加入者の減少役員交代がない
広報の工夫 地域団体が閉鎖的能力を生かす機会が少ない スキルを持つ人材が潜在したまま 世代間交流が少ない地域団体が閉鎖的 役割の特定の人への偏重

２ 人材育成を必要とする背景②

�現状

・地域活動の担い手が少なく、同じ人に負

担が偏重している。

・地域に能力を持っている人はいるが、活

用の機会がない。

・若い世代（２０～４０歳代）の地域参加

が少ない。

・ターゲットとなる地域住民に情報が届い

ていない。



３人材育成システム

Ａ：Ａ：Ａ：Ａ：育成先行型育成先行型育成先行型育成先行型

� 座学中心の知識詰め込み型カリキュラム

� 見識を広めることができる。

� 個人の知識にとどまることが多い。

Ｂ：Ｂ：Ｂ：Ｂ：プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト型型型型

�実現可能なプロジェクトの実現を支える人

材をそのプロジェクトの準備段階から巻き込

み戦略的に育成する。

�実践の場があることにより、経験を積むこ

とができる。

３人材育成システム

（プロジェクト型人材育成システム）



４事例１

�事例1-1

「福山市坪生学区中高年活力アップ楽校」

対象：中高年者

内容：中高年から自分の楽しみ・生きが

いづくりについて学び、参加者同士の連

携を深める。

４ 事例１

�事例1-2

�ポイント

自らの楽しみや生きがいづくり講座とし

て呼びかけ、新規の参加者が参加しやす

い「呼び水」のような内容で実施する。

講座修了後に希望者を募り、地域づくり

の具体的な活動を呼びかける。



４ 事例２

�事例2-1

「福山市手城学区ボランティアの会」

対象：手城学区住民

内容：学区が学校や地域に必要なものを収

集し、それらに携わるボランティアを募

集して、活躍の場を提供している。

４ 事例２

�事例2-2

�ポイント

自分の特技を生かして活動するため、無

理なく活動できる。

地域課題を吸い上げて、対応するボラン

ティアを募集している。

地域の方の特技や関心のあることを知る

ことができる。



４ 事例３

�事例3-1

「仙台市若者のボランティア活動支援事業」

対象：大学生など

内容：市民センターを活動の場として、大学

生が自分たちのアイディアで成人式後の

「交流のひろば」や「まちづくり実践塾」

を企画・実施していく。

４ 事例３

�事例3-2

�ポイント

大学生と地域団体を初期の段階から意識

的に関わらせることにより、地域との連

携を深めながら育成してゆく。

地域に認知してもらうことにより、活動

が広がり、若者の提案を実現するための

支援を行うことができる。



５ 人材活用のための意識調査

団塊世代の退職後の社会的活動①

５ 人材活用のための意識調査

団塊世代の退職後の社会的活動②



５ 人材活用のための意識調査

団塊世代の退職後の社会的活動③

６プログラムづくりへの活用

�事業名 「地域の寺子屋」

�対象地域 福山市北部のＴ地域

�内容 地域で子どもの成長を支える

ことによる地域づくりの仮想

プログラム作成。



７ 地域の寺子屋

子子子子どもをどもをどもをどもを中心中心中心中心につながるにつながるにつながるにつながる

７ 地域の寺子屋（イメージ図）

ここここどものどものどものどもの

寺子屋寺子屋寺子屋寺子屋

おとなおとなおとなおとなのののの

寺子屋寺子屋寺子屋寺子屋

地域団体地域団体地域団体地域団体

・・・・市民市民市民市民ＧＧＧＧ

などなどなどなど

地域地域地域地域のののの寺子屋寺子屋寺子屋寺子屋



７ 事業計画書（地域の寺子屋）事業名 地域の寺子屋 ～みんなが繋がる～課題 同じ地域で暮らしていながら、世代間交流の場が少ない。親世代の体験不足や子どもの関わりの減少により子どもの自然体験や遊び体験が不足している。また、就労形態の変化により、週末にも就労する保護者が増え、家庭で子どもが一人で過ごす状況がある。このため、地域で子どもの成長を支え地域の教育力を向上させるための場を提供する。ねらい 参加者が自分の特技・知識を生かし、「こどもの寺子屋」を企画・運営することにより、地域活動に加わってもらう。多くの人に関わってもらい、活動を拡げる人材を育成する。目標 ①世代間交流を行い、参加者同士が顔のわかる交流を行う②地域団体との交流を行い、地域の活動に関心を持ってもらう③企画・提案がしやすい環境をつくり、参加者にやりがいを感じてもらう。対象・定員 主に地域（概ね小学校区）に住む中高年者と地域の子ども参加費 原則無料 （材料代は実費徴収）

８ 事業計画書（おとなの寺子屋）事業名 おとなの寺子屋 ～自由な時間があったら何をして過ごしますか～課題 地域活動に無関心な住民が多く、地域団体やボランティアなどのメンバーが固定化されている。なにか始めたいとの思いがあっても、きっかけがなく地域デビューせず、家にこもっている中高年者が増加している。特技や知識を持っているが、発揮する場を提供できていない。ねらい 参加者が自分の興味・関心があることについて学習するとともに、仲間づくりを支援する。地域について知ってもらい地域活動に参加する機会を提供する。目標 ①学習を通じて参加者同士が共に学ぶネットワークを形成する②地域団体との交流を行い、地域の活動に関心を持ってもらう③講座修了者に個々の関心のある分野で地域活動に関わろうという意識を養う対象・定員 主に地域（概ね小学校区）に住む中高年者（仕事を引退された方）参加費 原則無料 （材料代は実費徴収）実施日・回数 連続５回講座 月一回 平日昼間実施（真夏や真冬、行事繁忙期を避ける）



８－２ チラシサンプル

８－３ 活動希望調書（講座終了後に

配布）

講座修了後に希望者を募

り、地域づくりの具体的

な活動を呼びかける。

最初から支援を明確にす

ると、参加者によっては

参加意欲が湧きにくい人

がいる。



９ 事業計画書（こどもの寺子屋）事業名 こどもの寺子屋 ～地域の達人と過ごす ＨＡＰＰＹ ＤＡＹ～課題 親世代の体験不足や子どもの関わりの減少により子どもの自然体験や遊び体験が不足している。また、就労形態の変化により、週末にも就労する保護者が増え、家庭で子どもが一人で過ごす状況がある。このため、地域で子どもの体験の場を提供し、子どもを取り巻く地域の教育力を向上させる。ねらい 参加した子ども達が地域の人から工作やレクリエーション等を学び交流することにより、体験する楽しさを実感し、豊かな心を育てる。子どもの体験活動をサポートする人同士が企画・運営を通じ、主体的に活動する基盤となるネットワークを形成する。目標 ①休日に一人で過ごす子どもの体験の場として広報に力を入れ、地域の人に周知してもらう。②地域団体の協力を得ることにより、「こどもの寺子屋」以外の地域行事の情報も発信し、こどもが地域で様々な体験ができる機会を増やす。対象・定員 主に地域（概ね小学校区）に住む小中学生参加費 原則無料 （材料代は実費徴収）実施日・回数 毎月１・３の土曜日 9：00～15：00
１０ 連携・協力する地域団体

�老人クラブ

�体育協会

�主任児童民生委員

�すこやか食生活推進リーダー

�退職校長会



１１ 研修を通して学んだこと

（社会教育職員として大切なこと）

①地域の情報を集め、活動の情報を発信し

続ける情報発信力

②住民一人ひとりのことを知り、思いに通

じた情報を提供し、活動につなげるコー

ディネート力

③活躍の場を設定し、学びの循環システム

をつくる企画・立案力

お礼

�ご清聴ありがとうございました


